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パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 P -06 A でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 CD - R 日 M 内の 
「 F 日 MA 通信設定ファイル」•「ドコモコネクションマネージャ」のインス I -ール方法などを説明しています。 
お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 


















FOMA 端末か 6 利用できるデータ通信 


FOMA 端末とパソコンを接続してご利用できるデータ通信は、データ転送 (OBEXTM 通信)とパケット 
通信 •64K データ通信に分類されまず。 

FOMA 端末は/けット通信用アダプタ機能を内蔵していまず。 

•海外でパケット通信を行う場合は、 IP 接続で通信を行ってください。 （ PPP 接続ではパケット通信できません。） 

•海外では、 64 K データ通信はご利用になれません。 



画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 



P-06A 



パケット通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信方式でず。（受信最大 3. SMbps、 送信最大 
384kbps のベストエフォート方式）※ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera 川など、 
FOMA パケット通信に対応した接続巧を利用しまず。 

パケット通信は FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01/02( 別売)で接続 
し、各種設定を行うことで利用でさ、高速通信を必要とずるアプリケーションの利用に適していまず。 
P.4 似降の説明に従って、設定と接続を行ってください。 

※技術規格上の最大値であり、実際の通信速嵐ホ、ネットワークの混み具合や通信環境により異なりまず。 F 0 MAA イスピー 
ドエリア外や H に H - SPEED に対応していないアクセスポイントに接続するとき、またはドコモの PDArsi 邑 marion 111」 
「 musea 」 など HHGH - SPEED に対応していない機器をご利用の場 S ホ、送受信ともに最大 384 kbps での接続になりまず。 
•パケット通信では送受信したデータ量に応じて課金されまず。画像ををく含むホームページの閲覧、データのダウン□ー ド 
などのデータ量のをい通信を行うと、通信料金が高額になりまずのでごミち意ください。 


64K データ 通信 


接続している時間に応じて、通信料金びかかる通信方式でず。 FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機 
能付 USB 接続ケーブル01/02 ( 別売)で接続し、通信を行いまず。 

ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera 川などの FOMA 64K データ通信対応の接続巧、ま 
たは旧 DN の同期 64K 対応の接続巧をご利用ください。 P. かソ降の説明に従って、設定と接続を行って 
<ださい。 

• 64 K データ通信では、接続した時間量に応じて課金されまず。長時間にわたる接続を行った場合、通信料金が高額になりま 
ずのでごま意ください。 
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お知 6 せ 


■ FOMA 端末は、 Remote Wakeup には対応していません。 

• FOMA 端末は FAX 通信をヴポートしていません。 

• FOMA 端末をドコモの PDArsigmarion 111」、 「musea」 に接続してデータ通信を行うことびできます。 「musea」 を利用す 
る場合は、アップデートび必要です。アップデートの方法などの詳細は、ドコモのホームページをご覧ください。 


ご巧用になる前に 

インターネットサービスプ□バイダの利用料について 


インターネットをご利用の場台は、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダに巧ずる利用料 
が必要になりまず。この利用料は、 FOMA ヴービスの利用料とは別に直接インターネットサービスプ 
□バイダにお支払いいただきます。利用料の詳しい内容については、ご利用のインターネットサービス 
プ□バイダにお問い台わせください。 

ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera U 」 をご利用いただけまず。 
rmopera U 」 をご利用いただく場合は、お申し込みが必要(有料)となります。 


接続先(インターネットサービスプ□バイダなど)の設定について 


パケット通信と 64 K データ通信では接続巧が異なりまず。パケット通信を行うときはパケット通信巧 
応の接続巧、巨 4 K データ通信を行うときは FOMA 巨 4 K データ通信、または旧 DN 同期巨 4 K 対応の接続 
先をご利用ください。 

• DoPa の接続先には接続できません。 

• mopera のヴービス内容および接続設定方法については mopera のホームぺージをご確認ください。 
http :// www . nnopera . net / nnopera / index.htnnl 


ットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 ( ID と/なワード)が必要な場合がありまず。その場台は、通信 
ソフト(ダイヤルアップネットワーク）で ID とパスワードを入力して接続してください。 ID とパスワー 
ドは接続巧のインターネットサービスプ□バイダまたは接続巧のネットワーク管理をか5付与されま 
す。詳しい内容については、そち5にお問い合わせください。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 


FirstPass (ユーザ証明書)が必要な場台は、付属の CD - ROM か 5 FirstPass PC ソフトをインス I -- 
ルし、設定を行ってください。 

詳しくは CD - ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フオルタ'内の 「FirstPassManuaU ( PDF お式)をご覧 
<ださい。 


パケット通信および 64 K データ通信の条件 


日本国内で FOMA 端末による通信を行うには、!;の条件び必要になりまず。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01/02( 別売)が利用できるパソコンであること 
. FOMA パケット通信、 64 K データ通信に対応した PDA であること 
• FOMA ヴービスエリア内であること 

•パケット通信の場台、接続巧が FOMA のパケット通信に対応していること 

•64 K データ通信の場台、接続巧が FOMA 巨 4 K データ通信、または旧 DN 同期巨 4 K に対応しているこ 
と 

ただし、上の条件が整っていても、基地局が混雑している、または電波状況が悪い場台は通信ができな 
いことがありまず。 
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E _ 動作環境 

データ通信におけるパソコンの動作環境は下のとおりでず。 


項目 

説明 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02烟 j 売)を使用する場合： 

US 日ポート （Universal Serial Bus Specification Revl .1 / 2.0※準拠） 

※本 FOMA 端末は、 「 US 日 2.0 High - Speed 」 には対応しておりません。 

ディスプレイ解像度80 OX 目00ドッ KHigh Colorl 目ビット似上を推奨。 

0 S 

Windows Vista、Windows XP、Windows 2000(各日本語版） 

•「ドコモコネクションマネージャ」は 、 Windows 2000 Service Pack 41 ん b 、 

Windows XP Service Pack 2 似上 

(動作環境詳細はドコモのホームページをご確認ください。） 

必要メモリ 

Windows Vista :已1 2 M バイト上 

Windows XP : 1 28 M バイト似上 

Windows 2000 :64 M バイト似上(各日本語版） 

八ードディスク容量 

己 M バイトじ(上の空さ容量 

•「ドコモコネクションマネージャ」は]已 M バイト似上の空き容量 


■ 0 S アップグレードからの動作は保証いたしかねます。 

•必要メモ IJ および八ードディスクの空さ容量はシステム環境によって異なることびあります。 

• メニューび動作する推奨環境は Microsoft ® Internet Explorer 7.0 似降※です。 CD - ROM をセットしてもメニューび表示 
されない場合は次の手順で操作してください。 

<Windows Vista の場合> 

「コンピュータ」などで CD - R 日 M を参照して、 nndex . html 」 をダブルクリックしてください。 

< Windows XP 、 Windows 2000 の場合> 

マイコンピュータなどで CD - ROM を参照して、 nndex . htmU をダブルクリックしてください。 

《 Windows XP 、 Windows 2000 の場合、推奨環境は Microsoft ® Internet £乂口1〇「巨「6.01^^(降です。 

■ CD - ROM をパソコンにセットずると 

警告画面び表示される場合びあります。この警告は 、 Internet Explorer のセキュリテイの設定によつて表示されますび、使用 
には問題ありません。 

「はしりをクリックしてください。 


_ 必要な機器 _ 

FOMA 端末とパソコン外に下のノ ドウエア、ソフトウエアを使いまず。 

•FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル 01/02( 別売)または 、 FOMA USB 接続ケープル(別売) 
.付属 CD - R 0 MrP - 06 A 用 CD - ROM 」 


お知6せ 


• US 日ケーブルは専用の 「 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02」または 、 「FOMA US 日接続ケーブル」をご利用く 
ださい。パソコン用の US 日ケーブルはコネクタ部の形状び異なるため使用でさません。 

• USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合びあります。 


_ FOMA 端末と他の機器との接続方法 

FOMA 端末と他の機器を接続ずるには、次の2つの方法びありまず。 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02を使う 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01/02( 別売)を使って、 USB ポートを装備したパソコンと接 
続しまず。 （P. 日参照） 

パケット通信、巨 4K データ通信、データ転送のずべての通信方式に利用できまず。 

•データ通信を行うには 「 USB モード設定」を r 通信モード」に設定してください。 

「(む-) ►設定►その他 ► USB モード設定 ►通信 モード」の操作を行いまず。 

•ご使用前に FOMA 通信設定ファイル （ ドライバ)のインス I ルが必要です。 
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赤外線通信を使う 


赤外線を使って、 FOMA 端末と赤外線通信機能が搭載された他の FOMA 端末、携帯電話、パソコンなど 
とデータを送受信しまず。 

データ転送を行う場台のみ利用できまず。 


—夕転送 ( obex ™ 通信)の準備の流れ 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01/02( 別売)をご利用になる場台には、 「 FOMA 通信設定ファ 
イル」（ドライバ)をインス I -ールしてください。 


「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)をダウン□-ド、インストールずる （ P .6 参照） 

•付属の CD - ROM からインス I -ール、またはドコモのホームページからダウン□ー ドしてインス I -ールします。 



データ転送 


-夕通信の準備の流れ 


パケット通信•巨 4 K データ通信を行う場合の準備について説明します。似下のような流れになります。 


パソコンと FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02(別売)で接続ずる 



「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)をダウン□-ド、インストールずる （ P .6) 

•付属の CD - R 日 M からインス I ル、またはドコモのホームページからダウン□-ドしてインス I ルします。 



インス I ル後の確認をする （ P .7) 


I 



「ドコモコネクションマネージャ」をインス!ルする 


「ドコモコネクションマネージャ」を使わずに手動で通信 

( P .10) 


の設定をする （ P .1 已、 P .32) 



接続ずる （ P .14、 P .30) 


■付属の rP -0 巨 A 用 CD - ROM 」 について 

FOMA 端末とパソ]ンを FOMA 充電機能付 US 日接続ケーブル01/02で接続してパケット通信を行うときには、付属の 
rP -0 巨 A 用 CD - R 日 M 」 の 「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)をパソコンにインス! -- ルしてください。また、通信を行う 
際に APN やダイヤルアップの設定び簡単に行える「ドコモコネクションマネージャ」をインス I -ールすることをおすすめ 
します。 
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_ パソコンと FOMA 端末を接続する _ 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01/02( 別売)の取り付け方法について説明しまず。 


1 FOMA 端末のか SB 接続端子の 
向をを確認し、 FOMA 巧電機 
能付 USB 接続ケーブル01/ 
02のか glJ 接続コネクタを 
まっすぐ r カチツ J と音がするま 
で是し込む 



2 FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/02の USB コネクタをパ 
ソコンの USB 端子に接続する 


お知6せ 


• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02のコネクタは無理に差し込まないでください。故障の原因となります。各コ 
ネクタは正しい向さ、正しい角度で差し込まないと接続でさません。正しく差し込んだとさは、強い力を入れなくてもス 
ムーズに差し込めるようになっています。うまく差し込めないときは、無理に差し込まず、もう一度コネクタの形や向きを 
確認して < ださい。 

• US 日ケーブルは専用の FOMA 充電機能付 US 日接続ケーブル01/02をご利用ください。（パソコン用の US 日ケーブルは 
コネクタ部の形状び異なるため使用でさません。） 

• FOMA 端末に表示される巧」は、パケット通信または 64 K データ通信の F 日 MA 通信設定ファイル（ドライバ)のインス 

I -- ルを行い、パソコンとの接続び認識されたときに表示されます。 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)のインス! -- ル 
前には、パソコンとの接続び認識されず、「を」わ表示されません。 

■取り外し方 

1. FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02の外部接続コネクタの 
リリ ー スポタンを押しなが5 、 まっすぐ引を巧<。 

2. パソコンの USB 端子か 5 F 0 MA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/ 

02を引き巧く。 


お知6せ 


• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02は無理に取り外さないでください。故障の原因となります。 

•データ通信中は FOMA 充電機能付 US 日接続ケーブル01/02を取り外さないでください。パソコンや FOMA 端末の誤 
動作や故障、データ消失の原因となります。 

• FOMA 充電機能付 US 日接続ケーブル01/02の取り付け•取り外しは連続して行わないでください。一度、取り付け•取 
り外しを行った場合は、間隔をおいてから再び行ってください。 
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FOMA 通信設定ファイル （ ドライバ)をインストールする 


FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)のインス! -- ルは、ご使用になるパソコンに FOMA 端末を 
FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01/02( 別売)で初めて接続ずるときに必要です。 

•必ず Administrator 権限またはパソコンの管理ち権限を持ったユーザーで行ってください。 


Windows Vista の例 


1 FOMA 端末と FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/02を接続 
する ( P •已参照） 

2 Windows を起動し、付属の rP -06 A 用 CD - ROMJ をパソコンにセツ 
卜する 

3 r データリンクソフト•各種設定 
ソフト J をクリックする 

•「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)のインストー 
ル中にこの画面び表示された場合は画面を閉じてく 
ださい。 


4 [ FOMA 通信設定ファイル 

( USB ドライバ) J の r インストー 
J レ J をクリックする 


5 開いたフォルダの中か SrFOMAinstiexeJ をダブルクリックし、 
r 続行 J をクリックする 

•Windows XP、Windows 2000の場合、「続行」をクリックする必要はありません。 
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0 r ソフトウェア®用許諾契約書 j 
をよ < 読み、 r 同意する J をクリツ 
クする 


7 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末と接続した FOMA 巧電機 
能付 USB 接続ケーブル01/02をパソコンに接続する 

インス I -ールび始まります。 

8 [FOMA 通信設定ファイル （ ドライバ)のインストールが完了しまし 
た。 J が表示されます。 

• FOMA 通信設定ファイル （ ドライバ)のインス I -ールび終了します。 

0 続いて、 r ドコモコネクションマネージャ J をインス!ルする場合 
は、 r インストールする(推奨) J をクリックする 

「ドコモコネクションマネージャ」のインス I ルについては、 P . 10参照。 

•「ドコモコネクションマネージヤ」をインス I -- ルしない場合は手順10へ進みます。 



IQr 閉じる J をク IJ ツクする 


_ インストールしたドライバを確認する _ 

「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)が正しくインス I ルされていることを確認しまず。 


Windows Vista の例 


1 r な(スタート) J ►ロン ト□—ルパネル J を開く 
► r システムとメンテナンス J を開< 

< Windows XP の場合> 

「スタート」一 r コント□-ルパネル」を開く一 r パフォーマンスとメンテナンス」一 r システム」を開く 

< Windows 2000の場合> 

「スタート」一 r 設定」ーロント□-ルパネル」を開く一 r システム」を開く 

2 r 八ードウエアとデバイスを表示 J を開く ►!" 続行 J をクリックする 

く Windows XP、Windows 2000の場合> 

「八ードウエア」タブをクリックー r デバイスマネージャ」をクリックずる 
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各デバイスをクリツクして、インストールをれたドライパ名を確認する 


r ポート （CO M と LPT ) 」、 r モデム」、「ュニノ（ーヴルシ 
リアルバスコント□-ラ」の下にすベてのドライバ名 
び表示されていることを確認します。 

* C 日 M ポートま号は、お使いのパソコンによって異な 
ります。 



「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)をインストールすると、じ(下のドライバびインストールされまず。 


デバイス名 

FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)名 

ポート (COM と LPT) 

•FOMA P06A Command Port 

•FOMA P06A OBEX Port 

モデム 

•FOMA P06A 

く Windows Vista の場合> 

ユニバーサル シ U アルバスコント □ー ラ 
く Windows XP、Windows 2000の場合> 
USB (Universal Serial Bus) コント□—ラ 

•FOMA P06A 


FOMA 通信設定ファイル （ ドライバ)をアンインストールする 

「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)のアンインス!ルび必要になった場合(パ'—ジョンアップず 
る場台など)は、次の手順で行ってください。 

•必ず Administrator 権限またはパソコンの管理ち権限を持ったユーザーで行ってください。 


Windows Vista の例 


1 FOMA 端末とパソコンが FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル 
01/02側売)で接続をれている場合は、 FOMA 巧電機能付 USB お 
続ケーブル01/02を取りかす 

9 r 巧■(スタ—卜) J^r コント□—ルパネル J 
► r プ□グラムのアンインストール J を開< 

< Windows XP の場合> 

「スタート」一 r コント□ールパネル」一 r プ□グラムの追加と削除」を開く 
く Windows 2000の場合> 

「スタート」一 r 設定」一「コント□ールパネル」一 r プ□グラムの追加と削除」を開く 

3 [FOMA P 06 A USBJ を選択し r アンインストールと変更 J をクリッ 
クして、 r 続行 J をクリックする 

< Windows XP、Windows 2000の場合> 

「FOMA P0 巨 A USB」 を還択して、 r 変更と削除」をクリックする 

4 roKj をクリックする 
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5 r はい J をクリックして Windows を再起動する 

似上でアンインス I -ールは終了です。 

• r いいえ」をク U ックした場合は、手動で再起動をしてください。 


お知6せ 


•「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)をインス I -- ルするときに、途中でパソコンから FOMA 充電機能付 USB 接続ケー 
ブル01/02を抜いてしまったり、「キャンセル」ボタンをクリックしてインス!ルを中止してしまった場合は 、 「FOMA 
通信設定ファイル」（ドライバ)び正常にインス I -- ルされない場合びあります。このような場合は、 rP -06 A 用 CD - ROM 」 
内の ruStDriver 」 一! ■ pOBADrivers 」 一 「 Win 2 k _ XP 」 または rWinVista 32」 を開き rP 06 A _ un . exe 」 を実行して 
「 F 日 MA 通信設定ファイル」（ドライバ)を一度削除してから、再度インストールし直してください。 


ドコモコネクションマネージャ 


「ドコモコネクションマネージャ」は、定額データプランのご利用に必要となる r 定額データプラン接 
続ソフト」や、従量データ通信を行うために必要な接続ソフトをパッケージ化したソフトウエアです。 
「ドコモコネクションマネージャ」はデータ通信対応端末でインターネットに接続するためのソフト 
でず 。 mopera U のお申込みやパソコンの設定を簡単に行なうことびできまず。 

また、料金カウンタ機能でデータ通信量や利用金額の目まを確認することらできまず。 



初期設定では表示されません。 - 

詳しくはドコモコネクションマネー 
ジヤのヘルプをご覧ください。 


料金カウンタ 


接続/切断ボタン 


本書では、従量接続用「ドコモコネクションマネージャ」のインス I -ール方法までをご案内いたします。 

端末を使ってインターネットに接続するためには、サービスおよびデータ通信に対応したインターネットサービスプ□バイ 
ダ (mopera U など)のご契約び必要です。 

詳し<は、ドコモのホームページをご覧<ださい。 


■従量制データ通信 (r パケ•ホーダイ」、「パケ•ホーダイフル」など含む)のご利用について 

パケット通信を利用して、画像を含むホームページの閲覧、データのダウン□ー ド(例：アプリケーシヨンや音楽•動画 
データ、 0 S •ウイルス巧策ソフトのアップデート)などのデータ量のをい通信を行うと、通信料び高額となる場合びあり 
ますのでご注意<ださい。 

パケット定額サービス「パケ•ホーダイ」、「パケ•ホーダイフル」、「パケ•ホーダイダブル」、 r 日 iz •ホーダイ」、 r 团 Z •ホーダ 
イダブル」では、パソコンに接続した場合のデータ通信などは定額対象外となりますのでご注意ください。 

■定額データプランのご利用について 

定額データプランを利用するには、定額データ通信に対応した料金プラン•インターネットサービスプ□バイダにご契約 
いただ < 必要びあります。詳し < はドコモのホームページをご確認 < ださい。 

■mopera のご利用について 

接続設定方法については mopera のホームページをご確認ください。 
http :// www . mopera . net / mopera / suppo け/ index.html 
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ドコモコネクシミ 

] ンマネージャをインストールずる前1 

こ 

インス I ルの流れ 


FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ヶーブル01/02(別売)または、 FOMA USB 接続 
V ケ-ブル(別売)を用意ずる 


ステタブ 

•4 サービスおよびインターネットサービスプ□バイダの契約内容を確認する 

ドコモコネクションマネージャ」似外の接続ソフトがインスIルされている場台は、自動的 
W に起動しないように設定を変更ずる 

* 「ドコモコネクションマネージャ」じ(外の接続ソフトのご利用については P .1 已参照。 


■Internet Explorer の設定について 

本ソフトをインス I ルする前に 、 Internet Explorer のインターネットオプションで、接続の設定を「ダイヤルしない」に 
設定して < ださい。 

1 .Internet Explorer を起動し、「ツール」 

^「インターネットオプション」を選択する。 

2. r 接続」タブを選択し、「ダイヤルしない」を選択する。 

3. r 日 K 」 をク U ックする。 



お知6せ 


<1■ドコモコネクションマネージャ」 m 外の接続ソフトのご利用について> 

* 本ソフトには、じ(下のソフトと同等の機能び搭載されているため、じ(下のソフトを同時にご利用いただく必要はありませ 
ん。必要に応じて、起動しない設定への変更やアンインス I -ールを実施してください。 

•mopera U かんたんスタート - U かんたん接続設定ソフト 

•FOMA PC 設定ソフト ’ FOMA バイトカウンタ 

また、本ソフトで Mzone (公衆無線 LAN 接続)を利用する場合は、]; TF の公衆無線 LAN 接続ソフトはアンインス I -ールをお 
こなって < ださい。 

じ(下のソフトを同時にインス I -- ルした場合、本ソフトでの Mzone 接続はご利用いただけません。 

• U 公衆無線 LAN ユーティリティソフト 
-ドコモ公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 
-ドコモ公衆無線 LAN ユーティリテイプ□グラム 
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ドコモコネクションマネージャをインス I ルずる 


FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や巨 4K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要でず。 

「ドコモコネクシヨンマネージャ」を使うと、簡単な操作でダイヤルアップ、通信設定最適化や接続巧 
(APN) の設定ができます。 

•必ず Administrator 権限またはパソコンの管理ち権限を持ったユーザーで行ってください。 

•起動しているアプリケーシヨンをすべて終了してください。 

ウイルスチェックソフトを含む、 Windows 上に常駐しているプ□グラムも終了しまず。 

(例)タスクトレイに表示されているアイコンをもクリックし、 r 閉じる」または r 終了」を還択します。 


Windows Vista の例 


1 付属の rP -06 A 用 CD - ROMJ をパソコンにセツトする 



r インターネツト接続 J をクリツ 
クする 

•「ドコモコネクションマネージャ」のインス I -ール中 
にこの画面び表示された場合は画面を閉じてくださ 
い。 




r 本 CD - ROM か 6 の FOMA デー 
夕通信の設定方法 J の操作③にあ 
る r インストール J をクリック 
► r 続行 J をクリックする 

•Windows XP、Windows 2000の場合、「続行」をク 
U ックする必要はありません。 



Windows XP で、 MSXML 6 ’Wireless LAN AP が環境にない場合は、「ドコモコネクションマネージャ」をイン 
ス I -ールする前に、それらをインス!-ールする必要びあります。確認の画面び表示されたときは 「 Install 」 をクリッ 
クして、 MSXML 6 ’Wireless LAN A 円をインス I -- ルします。 MSXML 6 ’Wireless LAN A 円のインス I -- ル完 
了後、 Windows を再起動すると、自動的に「ドコモコネクションマネージヤ」のインス I -- ルびはじまります。 
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r 次へ j をクリックする 


怒ドコモコネクシヨン7ネージで 



ド]モ ] ネウシヨンマネージャ用の化ホ3に held ウイザード A ようこ 
そ 


InstalShield(R) ウィザ-ドは、ご棟用の]ンピュ-於ド]モ]ネ 
ウションマネ-ジサをイシスト-ルします 0 じか VI 対甲して、続巧し 
てください。 





ま意事頃をご確認の5え、 r 次へ J 
をク IJ ツクする 


がドコモコネクシヨン7ネージで 
注意ま巧 

;文のなまま巧をお売みください。 




docomo 


[ド コモコオクショ’ノマクー ヴャ iWt ? 

r ド〕モコネクションマネージャ J とは、就臭データブランにて定織おでデータ巧信刮 
巧うたゆにぶ、要なほ I! データブラン接続ソフト J や、なさ制ブランにて、なさデータ 
巧信の巧算お对田返するたゆの料金カウンタなどの賴能を i ッヴージ化した FOMA 
データ巧信用のソフトウェアです。 

本インストールでは、巧さ制ブラン巧のけ’コモコネクションマネージャ J がインストー 
ルされます。を巧データブランをご契約のお吾:辖は別途、巧頭データブラン提続ソフ 
りを必ずインストールしてください。 


■ "なット g 信巧奋巧利用に巧寸るつ f ま 


[ 巧刷の 


使用許諾契約書の内容を確認の 
うえ、契約内容に同意する場合 
は、 r 使用許諾契約の點具に同意 
します J を選択し、 r 次へ J をク 
■ J ツクする 
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インストール巧のフォルダを確 
認して、 r 次へ J をクリックする 


恕ドコモコネクシヨン7ネージで 


イシストー J 晚のフォルタ‘ 

このフォルタ’じイシスト-ルする巧合は、「ホへ」を巧してください。則のフォル巧にイ docomo 
シスト-ルする巧合は、 r をを」対 P します。 


a ド] モ ] ネクシ3八ネージャのイシストル お 

C ザ Program File 巧 NTT DOCOM ひ Wcm—connectjnn が f を野 c)" ' 


InstallSNeid 



[■インストール J をクリツクする 

インス!-ールびはじまります。 


がドコモコネクシヨン7ネージで 


プ□ヴラムをイシスト-ルする準楠ができました 
ウイザードは、イシストルを P 孤さする華巧ができました。 


「イシスト-ル巧巧して、インストール; 




•を P 月似 
[する親 


し。ださぃ。 

洽(ま、「戻る J を巧してください。「キャンむレ J 対甲す 


r 完了 J をクリックする 

これでインス I -ールは完了です。 


Installsnield - 

I < 戻る妨 1 ィシスト-ルリ) j|i' キャンセル] 
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_^ コモコネクションマネージャを起動ずる 

Windows Vista の例^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 


1 r 巧！(スタート) j ^ r すべてのプ□グラム j^riMTT docomoj 

► r ドコモコネクションマネージャ J 
► r ドコモコネクションマネージャ J 

< Windows XP、Windows 2000の場合> 

「スタート」一「ずべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場封がプ□グラム」）一 「NTT DOCOMO」 

一「ドコモコネクションマネージャ」一「ドコモコネクションマネージャ」 

「ドコモコネクションマネージャ」び起動します。 

2 初回起動時には、自動的に設定ウィザードが表示されます。 

じ(降はソフトの案内に従って操作•設定をすることで、インターネットに接続する準備び整います。 

詳しくは、 r ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル.口が」をご覧ください。 



■切断ずる場合 

ブラウヴソフトやメールソフトを終了しただけでは、通信は 
切断されません。 

通信をご利用にならない場合は、必ず「ドコモコネクション 
マネージャ」の「切断する」をクリックして通信を切断して< 
ださい。 

0 S アップデートなどにおいて自動更新を設定していると自 
動的にソフトウエアび更新され、パケット通信料び高額とな 
る場合びございますのでご注意ください。 



接続/切断ボタン 
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ダイヤルアップネットワークの設定をする 


_ パケット通信の設定をする _ 

r ドコモコネクションマネージャ」を使わずに、パケット通信の接続を設定ずる方法について説明しまず。 
パケット通信では、パソコンか5さまざまな設定を行う場台に AT コマンドを使用しまず。設定を行うた 
めには、 AT コマンドを入力ずるための通信ソフトが必要でず。ここでは、 Windows 標準添付の「八イパー 
夕ーミナル」を使って説明します。 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 または 「 m 叩 era 」 をご利用になる場台は、接続先 
( APN ) の設定 ( P . 17参照)は不要でず。 

発信者番号通知/非通知の設定 ( P .20 参照)は必要に応じて行いまず。 （ rmopera 川または 「 mopera 」 を 
ご利用の場台は、「通知」に設定する必要びあります。） 

く AT コマンドによるパケット通信設定の流れ> 


COM ポート番号を確認する （ P .1 己参照） 


AT コマンド入力をヴポートずる通信ソフトを起動ずる （ P .1 7手順3参照） 


接続巧 ( APN ) の設定をずる （ P . 19手順7参照） 


発信者番号の通知/非通知を設定ずる （ P .20 手順2参照） 


その他の設定をする （ P .33 参照） 


通信ソフトを終了ずる （ P . 19手順9参照) 


■AT コマンドについて 

• AT コマンドとは、モデム制御用のコマンドです。 FOMA 端末は AT コマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や独自の 
AT コマンドをサポートしています。 

• AT コマンドを入力することによって、パケット通信や FOMA 端末の詳細な設定、設定内容の確認(表示)びでさます。 
•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE ] 回」と入力してください。 


_ COM ポート番号を確認する _ 

手動で通信設定を行う場台、 「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)のインス I ル後に組み込まれた 
「FOMA P 06 A 」 （モデム)に割り当て5れた COM ポート番号を指定ずる必要がありまず。確認方法は 
ご利用になるパソコンの 0 S によって異なりまず。 

• ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera U」 または rmopera」 をご利用になる場合、接続先 (APN) の設定が不要な 
ため、モデムの確認をする必要はありません。 


Windows Vista の場台 


1 ria (スタート) J パ コント□—ルパネル J を開く 

2 「コント□—ルパネル J の rA — ドウエアとヴウンド J か sr 電話とモデ 
ムのオプション J を開< 

3 r 所在地情報 J の画面が表示された場合は、怖か局番/エリアコード J 
を入力して、 roKj をクリツクする 
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4 


r モデム j タブを開を 、 rFOMA 
POBAJ の r 接続が欄の COM 
ポート番号を確認して、 roKj を 
ク ij ックする 

* 確認した COM ポートま号は、接続先 ( APN ) の設定 
( P .] 7参照)で使用します。 

•プ□パティ画面に表示される内容および COM ポート 
ま号は、お使いのパソコンによって異なります。 
•Windows Vis ねは「八イパーターミナル」に対応して 
いません 。 Windows Vista の場合は 、 Windows 
Vista 対応のソフトを使って設定してください（ご使 
用になるソフトの設定に従ってください。） 




厂 0 K I [ キャンむレ I [ 删 ( A )) 


Windows XP の場合 


1 r スター Ki ►ロン ト□—ルパネル J を開く 


2 r コント□—ルパネル J の r プリンタとその他の八ードウエア J か sr 電 
話とモデムのオプション J を開< 

3 r 所在地情報 J の画面が表示された場合は、怖か局番/エリアコード J 
を入力して、 roKj をクリツクする 


4 r モデム J タブを開を 、 rFOMA 
POBAJ の r 接続巧 J 欄の COM 
ポートま号を確認して、 roKj を 
ク IJ ツクする 

•確認した COM ポートま号は、接続先 ( APN ) の設定 
( P .] 7参照)で使用します。 

•プ□パティ画面に表示される内容および COM ポート 
ま号は、お使いのパソコンによって異なります。 
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Windows 2000の場合 


1 r スター ト>1" 設定 j ►ロン トロールパネル J を開く 


2 r コント□—ルパネル J の r 電話とモデムのオプション J を開< 

3 r 巧巧地情報 J の画面が表示された場合は、怖か局番 J を入力して、 
roKj をクリックする 

4 r モデム J タブを開を、 rFOMA 
P 0 BAJ の r 接続巧 J 欄の COM 
ポートま号を確認して、 roKj を 
ク ij ックする 

•確認した COM ポートま号は、接続先 ( APN ) の設定 
( P .] 7参照)で使用します。 

•プ□パティ画面に表示される内容および COM ポート 
ま号は、お使いのパソコンによって異なります。 



_ 接続巧 ( APN ) の設定をする _ 

パケット通信を行ラ場台の接続巧 ( APN ) を設定しまず。接続巧 ( APN ) は10個まで登録でを、1〜10 
の rcid 」（ P . 19参照）という番号で管理されまず。 

rmopera U 」 または 「 mopera 」 をご利用になる場合は、接続巧 ( APN ) の設定は不要でず。 

ここでは接続巧 ( APN ) が rxXX . abc 」 で、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02(別売)を利用 
した場台を例として説明しまず。実際の APN はインターネットサービスプ□バイダまたはネットワー 
ク管理をにお問い合わせください。 

ここでの設定はダイヤルアップネットワークの設定 ( P .21 参照)での接続巧番号となりまず。 


Windows XP の例 


1 FOMA 端末と FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/02を接続 
する 

2 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末と接続した FOMA 巧電機 
能付 USB 接続ケーブル01/02をパソコンに接続する 

3 八イパーターミナルを起動する 

「スタート」-すべてのプ□グラム」一 T アクセサリ」一 T 通信」一「八イパーターミナル」を開きます。 

八イパーターミナル起動後に、「『既定の Telnet 』 プ□グラムにしますか？」と表示された場合、任意で設定します。設 
定内容につさましては、パソコンメーカおよびマイク□ソフトにご確認ください。 

•Windows 2000では、パソコンで「スタート」一「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」一「八イパーターミナル」を 
開さます。 


17 


次ページにつづ< 




















r 名前 j の欄に任意のを前を入力 
して、 roKj をク IJ ツクする 

ここでは例として 「 Sample 」 と入力します。 


巧ちの設を r ?® 


み巧しぃ辖続 


を前を人力し、アイ]ンを遥んでください: 
る前(曲 



アイコンの: 


急嗎戀圖友湯 

< _ > 


[ 0K IじキャンむレI 


接続方法を選択する 

く 「FOMA P 0 巨 A 」 の COM ポート番号を選択できる場合> 


r 接続方法」で 「FOMA P 06 A 」 びインス I ルされた 
COM ポートま号を選択して roK 」 をクリックします。 
このあと手順6へ進んでください。 

•ここでは例としてに日 M 3」を選択します。実斷こ階 
続方法」で選択する 「FOMA P 06 A 」 の COM ポートま 
号については P .] 已参照。 



COM 日 

TCP/IP (Winsock) 


く 「FOMA P 06 A 」 の COM ポート番号を選択できない場台> 


r キャンセル」をク U ックして「接続の設定」画面を閉じ、 
次の操作を行って<ださい。 

(1) 「ファイル」メニュ ー- ►「プ□パティ」を選択します。 

(2) に ample のプ□パティ」画面の階続の設赴タブの 
「接続方法」の欄で 「FOMA P 0 目 A 」 を選択します。 

(3) 「国/地域ま号と市外局まを使ラ」のチェックを外し 
ます。 

(4) rOK 」 をクリックします。 

このあと手順7へ進んでください。 



COM ポート番号のプ□パテイが表示されるので、 rOKJ をクリックす 
る 

•手順已で COM ポートま号を選択した場合に表示されます。 
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接続巧 ( APN ) を設定する 

AT+CGDC 日 NT = cid ," PDP _ type ’ V ' APN " の形式で入力します。 
cid :2ちしくは4〜] 0までのラち任意のま号を入力します。 

※すでに cid び設定してある場合は、設定び上書きされますのでミ主意してください。 
’| pDP _ type " については’ IPPP " または" IP " と入力します。 

" APN ’’: APN を""で囲んで入力します。 

(例: cid の2まに XXX . abc という APN を設定する場合） 
AT + CGDC 0 NT =2." PPP "," XXX . abc " 

入力後回を巧して、0 K と表示されれば APN の設定は 
完了です。 

•現在の APN 設定を確認したい場合は、 

「 AT + CGDC 日 NT ? 囚」と入力します。 

APN 設定び一覧で表示されます。 

roKj と表示されることを確認す 
る 



Q r ファイル J メニユー ►!" 八イパーターミナルの終了 J を選択して、八イ 
パーターミナルを終了する 

• 「現在、接続されています。切断してちよろしいですか？」と表示されたとさは、 r はい」を選択してください。 

•「セツシヨン XXX を保をしますか？」と表示されますび、特に保存する必要はありません。 


お知6せ 


■接続先 ( APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 ( APN ) を登録する必要びあります。 

*パソコン側の接続先 ( APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 番号に同一接続先 ( APN ) を FOMA 端末に登録してください。 
•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE 1回」と入力してください。 


■cid (登録番号)について 

FOMA 端末には cid 1から cid 10までの登録ま号びあり、お買い上げ時、 cid 1には rmopera . ne . jp 」 び、 cid 3 には 
rmopera . net 」 び接続先 ( APN ) として登録されています 。 「mopera U 」 または 「 mopera 」!；^ 外に接続する場合は、 cicl 2 と 
cicl 4 〜10のいずれかにプ□バイダまたはネットワーク管理者より指示される接続先 ( APN ) を設定する必要びあります。 

お買い上げ時の cid 登録 


登録番号 ( cid ) 

接続先 ( APN ) 

1 

mopera . ne.jp ( mopera ) 

2 

未設定 

3 

mopera.net (mopera U ) 

4〜10 

未設定 


■cid に登録した接続巧 (APN) に接続ずるときの「電話番号」について 
「*99* * *< ci 踊号>#」 

(例) cicl 2 に登録した接続先 ( APN ) に接続する場合 
本99本本ネ2# 
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■接続先 (APN) 設定のリセット/確認について 

接続先 ( APN ) 設定の IJ セット/確認ち AT コマンドを使って行います。 

接続先 (APN) 設定のリセット 

リセットを行った場合、 cidl の接続先 ( APN ) 設定び rmopera . ne . jp 」 (初期値)に、 cici 3 の接続先 ( APN ) 設定び 
「 mopera . net 」 湖期値)に戻り、 cid 2 と cid 4 〜] 0の設定は未登録となります。 

(入力方法） 

AT + CGDC 日 NT = 回（すべての cid を IJ セットする場合） 

AT + CGDC 0 NT =〈 cid 〉 回（特定の cid のみリセットする場合） 

接続先 (APN) 設定の確認 
現在の設定内容を表示させます。 

(入力方法） 

AT + CGDC 0 NT ? 回 


r _ 党信を番号の通知/非通知を設定する 

パケット通信を行うときに、通知/非通知設定脂続知こお客様の発信ち番号を通知するかどうかの設 
定)を行えまず。発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知する際には十分にご注意ください。発信 
者番号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行う前に AT コマンド （* DG 円 R コマンド)で設 
定できます。 


1 r 八イパーターミナル J などの通信ソフトを起動する 

•「八イノ（ーター三ナル」での操作方法については P . 17参照。 




* DGPIR つマンド (P.3 已参照) 
で発信者番号の通知/非通知を 
設定する 

* 発信/着信応答のとさに自動的に] 84 ( 非通知)を付 
ける場合は、 


Sample 

5 - A イ バーター ミナ ル 

口回図1 

ファイルの 

漏集を ）素示 W 巧信に）お送の A ルプ(ぶ 


□な 

る 啦田窗 



RT-DGPIR=1_ 


「 AT * DG 円 R =] y 」 と入力します。 

•発信/着信応答のときに自動的に186饱測を付ける場合は、 


rAT*DG 円 R=2 回」と入力します。 


roKj と表示されることを確認す 
る 



お知6せ 


• ドコモのインターネット接続ヴービス 「 mopera 川または 「 mopera 」 をご利用になる場合は、発信者ま号を「通畑に設定 
する必要びあります。 

•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE 1回」と入力してください。 
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■ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定 ( P .21 参照)でち、接続先のま号に] 86(通知)/184(非通知)を付けることびでさま 
す。 

* DG 円 R コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で186饱測/184俳通測の設定を行った場合、似下の 
よラになります。 

ダイヤルアップネット 
ワークの設定 (cid = 3 の 
場合） 

* DGP 旧コマンドによる 
通知/非通知設定 

発信者ま号の通知/非通知 

本99本本本3# 

設定なし 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

] 84ホ99本本本3# 

設定なし 

非通知 

(ダイヤルアップネットワークの184び優先される） 

非通知 

通知 

] 86本99本本本3# 

設定なし 

通知 

(ダイヤルアップネットワークの186び優先される） 

非通知 

通知 

• [mopera UJ または fmoperaj に接続する場合は、発信者ま号の通知び必要です。 


Windows Vista でダイヤルアップネットワークの設定をする 
1 r 議■(スタ—卜) J ►唯 続が 

► r 接続またはネットワークをセットアップします J をクリックする 

2 r ダイヤルアップ接続をセット 
アップします J を選択して、 
r 次へ J をクリックする 


3 モデムの選択画面が表示された場合は 、 rFOMA P 06 AJ をクリック 
する 

•モデムの選択画面は、複数のモデムび存在するとさのみ表示されます 



SSSUSSSf^^SUSSSSSm^mmm 


« に巧魚します 

ダイかレアップまたは VPN 法境を亡ットアップします • 
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r 接続名 j の欄に任意の名前を入 
力する 

•ここでは例としてに AMPLE 」 と入力します。 


^ タイヤVレアップ接括をたットアッブしま‘ 


巧而トアジブします 


インターネジトサービスプ□パイダリ SP) のを入力します 
ダイれレアップのを話宙号 (D): 巧9***3# 

ユープーを(叫； 


[ISP から付ちされたューヴー名] 


ノなつード (P): 


[ISP か6付与を n むなつ-ド] 
医!/じのードの文すを表示する (S) 
团 この}なつー ドを記齿する(の 


9因化の人がこの巧巧を巧うことを許可する (A) 

このオプションによつて、このコシピユータにアク它スがあるすベての人がこを巧元 
るよラにな0ます， 



r ダイヤルアップの電話番号 J の欄に接続巧ま号を入力する 

• mopera U に接続する場合、接続先ま号には「 * 99 * * * 3#」を入力します。 

r ユーザー名 j 、 r パスワード J の欄にインターネットサービスプロバイ 
ダまたはネットワーク管埋ちか6指定をれたユーザー名とパスワー 
ドを入力して、 r 接続 J をクリックする ►!" スキップ J をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名とパスワードは空欄でわ接続でさます。 

•ここでは、すぐに接続せずに設定の確認のみを行います。 

r 接続をセットアップします J をクリックする 
► r 閉じる J をク U ツクする 


ri ^ (スタ—卜 ) J ►惟 続巧 J 

►接続 済みの接続巧を選んで、ちクリックか sr プ□パテイ J を選択する 


r 全般 J タブで設定を確認する 

パソコンに2台!;^上のモデムび接続されている場合は、 

「接続の方法」の欄で「モデムー FOMA P 06 A 」 にチェッ 
クび付いているのを確認します。チェックび付いていな 
い場合には、チェックを付けます。また、複数のモデムに 
チェックび付いている場合は、 Jj ボタンをクリックし 
て r モデムー FOMA P 06 A 」 の優先順位を一ま上にする 
か、「モデムー FOMA POSAJl ；^ 外のモデムのチェック 
を外してください。 

r ダイヤル情報を使ラ」にチェックされている場合には 
チェックを外します。 

•「FOMA P 0 目 A 」 に割り当てられる COM ポートま号 
は、お使いのノ くソコンによって異なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先ま号には「*99* 
* *3#」を入力します。 
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in r ネットワーク j タブをク ij ック 
して、各種設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、「インター 
ネットプ □ トコルバージョン 4( TCP / IPv 4)」 を選択 
します。 

「 QoS パケットスケジューラ」は必要に応じて設定して 
<ださい。 

-般 ISP などに接続する場合の TCP / IP 設赶ホ、 ISP ま 
たはネットワーク管理者に確認して<ださい。 



11 r オプション J タブをクリックして、 rppp 設定 J をクリックする 


12 说 


てのチェックをかして、 
をク IJ ツクする 



13 手順10の画面に戻り、 roKj をクリックする 


Windows XP でダイヤルアップネットワークの設定をする 

1 [■スター ト>1" すべてのプ□グラム > r アクセサリ JK 通信 J 
► r 新しし、接続ウィザード J を開く 

2 r 新しい接続ウイザード J の画面 
が表示をれた6、 r 次へ J をクリツ 
クする 


3 r インターネツトに接続する J を選択して、 r 次へ J をクリックする 



4 r 接続を手動でセツトアップする J を選択して、 r 次へ J をクリックする 
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5 r ダイヤルアップモデムを®用して接続する j を選択して、 r 次へ j をク 
■ J ツクする 


0 r デバイスの選択 J 画面が表示を 
れた場合は 、 rFOMA POBAJ の 
みチェックを付けて r 次へ J をク 
■ J ックする 

•「デバイスの選択」画面は、複数のモデムび存在すると 
さのみ表示されます。 


7 risp 名 J の欄に任意の名前を入 
力して、 r 次へ J をクリツクする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 


8 r 電話番号 J の欄に接続巧ま号を 

入力して、 r 次へ J をクリックする 

• mopera U に接続する場合、接続先ま号には「*99* 
* *3#」を入力します。 

mopera U 1； (外の接続先ま号については P . 19参照。 


0 r ユーザー名 j 、 r パスワード j 、 r パ 

スワードの確認入力 J の欄にイン 
ターネットサービスプ□パイタ 
またはネットワーク管埋ちか6 
指定されたユーザー名とパス 
ワードを入力して、 r 次へ J をク 
■ J ックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユー 
ヴー名とパスワードは空欄でわ接続でさます。 

IQr 完了 J をク IJ ックする 



巧し〇巧沒ウィサード 



巧し〇巧沒ウィサード 
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11 r スタート j ^ r すべてのプ□グラム j ^ r アクセサリ j ^ r 通信 j 
► r ネットワーク接続 J を開< 


19 ダイヤルアップのアイコンを選 
択して、 r ネットワークタスク J 
► r この接続の設定を変更する J 
を選}尺する 

ここでは手順7で入力した名前のアイコンをクリック 
します。 

13 r 全般 J タブで設定を確認する 

t パソコンに2台]; Lb のモデムび接続されている場合は、 
「接続方法」の欄で「モデムー FOMA P06A」 にチェック 
び付いているのを確認します。チェックび付いていない 
場合には、チェックを付けます。また、複数のモデムに 
チェックび付いている場合は、ボタンをク U ックし 
て「モデムー FOMA P06A」 の優先順位を一ま上にする 
か、「モデムー FOMA POSAJl；^ 外のモデムのチェック 
を外してください。 

「ダイヤル情報を使う」にチェックされている場合には 
チェックを外します。 

•「FOMA P0 目 A」 に割り当てられる COM ポート番号 
は、お使いのノ くソコンによって異なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先ま号には「*99* 
* *3#」を入力します。 

mopera U 似外の接続先ま号については P.1 9参照。 



[ 0K II キサ MZ ル 


14 r ネットワーク J タブをク IJ ック 
して、各種設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップヴーノ く一の種類」の欄は、 
「PPP:Windows 9己/ 98/NT4/2000. Internet」 を 
選択します。 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、「インター 
ネットプ □ トコル(TCP/IP)」を選択します。 

「QoS パケットスケジューラ」は設定変更びできません 
ので、そのままにしておいて < ださい。 

続いて「設定」をクリックします。 

-赋 SP などに接続する場合の TCP/IP 設茵ま、 ISP ま 
たはネッ h ワーク管理者に確認して<ださい。 



巧 端 


てのチェックをかして、 
をク IJ ツクする 



1 g 手順14の画面に戻り、 rOKJ をクリックする 
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Windows 2000でダイヤルアップネットワークの設定をする 

1 「スター ト>1" プ□グラム > r アクセサリ J ►惟信 J 
► r ネットワークとダイヤルアップ接続 J を開< 


2 r ネットワークとダイヤルアップ接続 J の中の r 新しい接続 
の作ぶ J をダブルクリックする 


1 

齡 。 gr の 


3 r 所在地情報 J の画面が表示された場合は、 r 市か局番 J を入力して、 
roKj をクリックする 

• 「所在地情報」の画面は、手順2で「新しい接続の作成」を初めて起動したとさのみ表示されます。 

• 2 回目!;^降は、この画面は表示されず、「ネットワークの接続ウィヴード」の画面び表示されるので、手順已に進んで 
<ださい。 

4 r 電話とモデムのオプション J が表示された 5、 roKj をクリックする 


5 r ネットワークの接続ウイザー 
ド J の画面が表示された6、 r 次 
へ J をクリックする 



0 r インターネットにダイヤルアップ接続する J を選択して、 r 次へ J をク 
U ックする 

7 r インターネット接続を手動で設定するか、または□一カルエリア 
ネットワーク ( LAN ) を®つて接続します J を選択して、 r 次へ J をク 
■ J ツクする 


r 電話回線とモデムを®つてインターネットに接続します J を選択し 
て、 r 次へ J をクリックする 


r インターネットへの接続に使うモ 
デムを選択する J の欄が rFOMA 
P 06 AJ になつていることを確認 
して、 r 次へ J をクリックする 

•選択されていない場合には 、 「FOMA P 06 A 」 を選択 
します。 

•お使いになるパソコンの動作環境によっては、 r モデ 
ムの選択」の画面は表示されません。その場合は、手順 
10へ進みます。 
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in r 電話番号 j の欄に接続巧ま号を 
入力する 

• r 市外局ま」の欄には何わ入力しません。 

• 「市外局まとダイがレ情報を使ラ」のチェックを外し 
ます。 

• mopera U に接続する場合、接続先ま号には「*99* 
* *3#」を入力します。 

mopera 外の接続先ま号については P . 19参照。 


11 r 詳細設定 J をク U ックする 
12 r 接続 J タブの中の設定を巧5 

— 「接続の種類」、「□グオンの手続さ」について、インター 
ネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管理者 
から指定されたとおり設定します。 

設定を確認したら、「アドレス」タブをクリックします。 

• r 接続」タブでの設定内容については、インターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理ちへお 
問い合わせ<ださい。 


13 ロアドレスおよび DNS ( ドメイ 
ンネームサービス)アドレスの設 
定を巧5 

「 IP アドレス」、 ris 円こよる DNS ( ドメインネームサー 
ビス） ア ドレスの自動割り当て」について、インターネッ 
トサービスプ□バイダまたはネットワーク管理者から 
指定されたとおり設定します。 

すべての入力び終わったら、 roK 」 をクリックします。手 
順10の画面に戻るので、「次へ」をク IJ ックします。 

• IP アドレスおよび DNS アドレスの設定内容について 
は、インターネットサービスプ□バイダまたはネット 
ワーク管理者へお問い合わせください。 




ぶ ] 



0 K I —キサシもレ 
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14 r ユーザー名 j 、 r パスワード J の欄 
にインターネットサービスプロ 
パイダまたは管埋ちか6指定さ 
れたユーザー名とパスワードを 
入力して、 r 次へ J をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は 、ユー 
ヴー名とパスワードは空欄でわ接続でさます。この場 
合、「ユーヴー名を空白のままにしておさますか？」と 
いラ画面と「パスワードを空白のままにしておさます 
か？」といラ画面び表示されます。それぞれの画面で 
「はい」をクリックして手順]己へ進みます。 

15 r 接続名 J の欄に任意の名前を入 
力して、 r 次へ J をクリックする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 




ステタブ3:コンどュータの設定 


イシターネットの内的シト[湖する巧辄は、タイヤルアタブ巧視として、お定しをを旅:一巧にまモされま 
ダイヤルアクブ接続のをおを入力してください。卽のるおでら、自納赃きなをおでもかまいません。 

巧続をに)： 

■SAMPLE! 


<戻る(巨） [ みへ姐い ] キサ:/セル J 


1 B r いいえ J を選択して、 r 次へ J をクリックする 

t •インターネッ ト メールの 設定をする場合は、「はい」を選択します。 

•設定ずる場合の詳細については、インターネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管理ちへお問い合わせく 
ださい。 


17 続いて rrcp / ipj の設定をする 

•インターネット接続ウイヴードを終了する画面び表 
示された場合は、「今すぐインターネットに接続する 
にはここを選び院了]をクリックしてください」の 
チェックを外して、「完了」をクリックします。 



iRr スター ト>1" プ□グラム > r アクセサリ J ►惟信 J 
► r ネットワークとダイヤルアップ接続 J を開< 


1 〇¥1111 己で入力した接続巧名の 
アイコンを選択して、 r ファイル J 
メニュー 

► r プ□パティ J を選択する 
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20 r 全般 j タブで設定を確認する 

•パソコンに2台似上のモデムび接続されている場合 
は、「接続の方法」の欄で r モデムー FOMA P 06 A 」 に 
チェックび付いているのを確認します。チェックび付 
いていない場合には、チェックを付けます。 
•「ダイヤル情報を使う」にチェックび付いていないこ 
とを確認します。チェックされている場合にはチェッ 
クを外します。 

•「FOMA P 06 A 」 に割り当てられる COM ポートま号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先ま号には「*99* 
* *3#」を入力します。 

mopera 外の接続先ま号については P . 19参照。 


21 r ネットワーク J タブをクリック 
して、各種設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップヴーノ（一の種類」の欄は、 
「 PPP:Windows 9己/ 98/ NT 4/2000. Internet 」 を 
選択します。 

コンポーネントは「インターネットプ □ トコル ( TCP / 
IP )」 のみをチェックします。 

続いて「設定」をクリックします。 


22 すべてのチェックをかして roKj 
をク IJ ックする 




ド PP の設定 


厂に P 化張をほうち） 

厂リフトな例こよる旺縮を巧う(が 
厂単ーリンウ藉输巧してマルチリンクをお(シエ-卜お(曲； 

I 0 K I キャンセル I 


23 手順21の画面に戻り、 roKj をクリックする 
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ダイヤルアップ接続ずる 


_ Windows Vista でダイヤルアップ接続する 

P. 己の手順に従って、 FOMA 端末とパソコンを接続しまず。 

1 ria (スタート) J ^ r 接続巧 J を開く 




4 



内容を確認して r ダイヤル J をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名とパスワードは空欄でわ接続でさます。 


接続中のが態を示す画面が表示 
をれる 

この間にユーヴー名、パスワードの確認などの□グオン 
処理び行われます。 


接続完了を、 r 閉じる J をクリック 
する 

•ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧した 
り、電子メールなどを利用でさます。 


な苗ネ乃: 2^' クに巧' 
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_ Windows XP でダイヤルアップ接続する 

P. 己の手順に従って、 FOMA 端末とパソコンを接続しまず。 


1 「スタート j^r すべてのプ□グラム j^r アクセサリ j^r 通信 J 
►r ネットワーク接続 J を開< 




接続巧を開< 

「ダイヤルアップネットワークの設定をする」で設定し 
た ISPS (P.24 参照)のダイヤルアップの接続先アイコ 
ンを選択して「ネットヮークタスク」^「この接続を開始 
する」を選択するか、接続先のアイコンをダブルクリツ 
クします。 



内容を確認して r ダイヤル J をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名とパスワードは空欄でも接続できます。 


4 


接続中のが態を示す画面が表示 
されます 

この間にユーヴー名、パスワードの確認などの□グオン 
処理び行われます。 




接続完了です 


接続び完了すると、タスクバーのインジケータから、 

メッセージび数秒間表示されます。 

•ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧した 
り、電子メールなどを利用でさます。 

•メッセージび表示されない場合は、接続先の設定を再度確認してください。 



■ダイヤルアップ設定を行った F 日 MA 端末でダイヤルアップ接続を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、 
再度、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)のインス! -- ルび必要になることびあります。 

■通信中は FOMA 端末の消費電力び大さくなります。 

■パケット通信中は、 FOMA 端末に通信状態び表示されます。 

「マ」（通信中、データ送信中） 「^」（通信中、データ受信中） 


I 團而四 


r y " 」（通信中、データ送受信なし） 「 t * 」（発信中、または切断中) 

「卜」（着信中、または切断中） 

•日 4 K データ通信中は、 FOMA 端末に rt ^」 び表示されます。 


|1ス|| 回 
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通信を切断する 


Windows Vista の例 


1 タスクトレイのダイヤルアップアイコンをクリック 

2 唯続または切断!を選択し r 切断 J をクリックして、 r 閉じる J をクリッ 
クする 

< Windows XP、Windows 2000の場合> 
r 切断」をクリックする 


お知6せ 


•ブラウヴソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない場合びあります。確実に切断するためには、この手順に従つ 
て回線を切断して < ださい。 

*パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場合びあります。 


ネットワークに接続できないときは 


ネットワークに接続できない(ダイヤルアップ接続びできない)場合は、まず下の項目について確認 
してください。 


こんなとをは 

こラしまず 

rP -06 A 」 びパソコン 
上で認識でさない 

-お使いのパソコンび動作環境 ( P .3 参照)を満たしているかを確認して<ださい。 

- 「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)びインス1ルされているか確認してください。 

- FOMA 端末びパソコンに接続され、電源び入っているか確認して<ださい。 

- FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01/02( 別売)びしっかりと接続されているかを確認し 
て < ださい。 

相手先|し接続でさない 

- ID (ユーヴー名）やパスワードの設定び正しいかどラか確認してください。 

- 「mopera U 」 または 「 mopera 」 のように発信者ま号の通知び必要な場合、電話ま号に「184」を 
付加していないかどラかを確認して<ださい。 

-モデムのプ□パティで r フ□一制御を使ラ」にチェックび付いていることを確認してください。 

-上記の確認を行っても相手先に接続でさない場合は、インターネットサービスプ□バイダまた 
はネットワーク管理者に設定方法などについてご相談<ださい。 


_ 64 K データ通信の設定 _ 

「ドコモコネクションマネージャ」を使わずに、 64 K データ通信の接続を設定ずる方法について説明し 
まず。 


ダイヤルアップ接続と TCP / IP の設定 


巨 4 K データ通信のダイヤルアップ接続と TCP / IP の設定はパケット通信での設定 ( P .1 己参照)と同じ 
でず。 

下の点に注意して操作してください。 

•巨 4 K データ通信では接続先 ( APN ) の設定をする必要はありません。ダイヤルアップ接続の接続先にはインターネットサー 
ビスプ □バイダまたはネッ トワークの管理ちか5指定された接続先の電話番号を入力してください 。 （mopera U に接続ず 
る場合は r * 870 l 」、 mopera に接続ずる場合は「* 9601」と電話番号欄に入力してください。） 

• r 発信ち番号通知/非通知の設定」、 r その他の設定」は必要に応じて設定してください。 

(mopera U または mopera に接続ずる場合、発信ち番号の通知が必要でず。） 

•設定内容の詳細については、インターネットサービスプ□バイダまたはネットワークの管理をにお問い合わせください。 


接続•切断のしかた 


パケット通信での操作と同じでず。 P .14、 P .30、 P .32の手順に従って操作してくださし、。 


32 



















AT コ 7 ン 


AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の機能の設定や変更を行うためのコマンド(命令)です。 


《 AT コマンドー覧では、切下の略を使用していまず。 

[ AT ]： FOMA P 06 A Command Po けで使用でをるコマンドでず。 
[ M ]： FOMA P 0 己 A (モデム)で使用でをるコマンドでず。 

[& F ] : AT & F コマンドで設定び初期化されるコマンドでず。 

[& W ]： AT & W コマンドで設定が保をされるコマンドでず。 

ATZ コマンドで設定値を呼び戻せます。 


お知6せ 


* 外部機器から発信 ’ AT コマンド発信を行った場合、 2 inl の A モード、デュアルモード中は A ナンバー、日モード中は B ナン 
バーで発信します。 


_ AT コマンドの入力お式 _ 

AT コマンドの入力は通信ソフトのターミナルモード画面で行います。必ず半角英数字で入力してくだ 
さい。 

* 入力例 

ATD ホ99 * * * 1 # 1<-1| 

IJ ターンマーク 

-パラメータ 

-コマンド 

• AT コマンドはコマンドに続くパラメータ(数字や記号)を含めて、必ず1行で入力します。 


お知6せ 


•ターミナルモードとは、パソコンを1台の通信端末(ターミナル)のよラに動作させるモードのことです。キーボードから入 
力した文字び通信ポートに接続されている回線に送られます。 


オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り替える 

FOMA 端末をオンラインデータモードとオンラインコマンドモードに切り替えるには aU 下の2つの 
方法びあります。 

•「+++」〕マンドまたはに2」レジスタに設定したコードを入力します。 

•「 AT & Dl 」 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 信号を OFF にしまず。 

•オンラインコマンドモードか5オンラインデータモードに切り替える場 S ホ、 「 ATO 口」と入力しまず。 

《 US 日インタフエースにより、 RS -232 C の信号線びェミュレートされていますので、通信アプリによる RS -232 C の信号線 
制御び有効になります。 


■設定の保存について 

AT + CGDCONTZI マンドにぶる接続先 （ APN ) 言受定、 AT + CGEQMIN / AT + CGEQREQZI マンドによる QoS 言受定、 
AT * DGAPL / AT * DGARL / AT * DGANSM コマンドによる着信許可.拒否設定、 AT * DG 円 R コマンドによるパケット 
通信のま号通知•非通知の設定、および AT + CUR ] マンドによる発ま号通知制限の設定を除き、 AT ] マンドによる設茵ホ、 
FOMA 端末の電源日 FF ’ ON または外部機器の取り外し時に初期化されてしまいますのでごを意ください。なお、に W ] び付 
いているコマンドについては、設定後に 「 AT & W 回」と入力することにより設定を保存でさます。このとさ、 [& W ] び付いて 
いる他の設定値も同時に保存されます。これらの値ま、電源日 FF ’ ON 後であっても、 「 ATZ 回」と入力することにより、設定 
値を復元でさます。 
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AT コマンドー覽 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A / 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキャ 


— 

A / 

0 K 

[ M ] 

U ッジ U ターンは不要です。 




AT%V 

FOMA 端末のバージョンを 


- 

AT%V 


表71^します。 



Verl .00 

[ M ] 




OK 

AT&Cn 

DTE への回路 C □信号の動 

n =0 : 

CD は常に ON 

AT&Cl 

[ M ] 

作条件を選択します。 

n = l : 

CD は相手モデムのキヤ U アに応じて変 

OK 

[& F ][& W ] 



化します。（初期値） 


AT&Dn 

DTE から受け取る回路 ER 

n =0 : 

ER の状態を無視します。（常に ON とみ 

AT&Dl 


信号びオン/オフ遷移した 


なします。） 

OK 


とさの動作を選択します。 

n = l : 

ER び ON から OFF に変化すると、オン 
ラインコマンド状態になります。 




n =2 : 

ER び ON から OFF に変化すると、オフ 


[ M ] 



ラインコマンド状態になります。（初期 


[& F ][& W ] 



値） 


AT&En 

接続時の速度表示の仕様を 

n =0 : 

無線区間通信速度を表示します。 

AT & E 0 

[ M ] 

選択します。 

n = l : 

DTE シ U アル通信速度を表示します。 

OK 

[& F ][& W ] 



湖期値） 


AT&Fn 

すべてのレジスタを工場出 

n =0 のみ指定巧能です。（省略可） 

- 


荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドび入力 
された場合、回線切断処理 




[ AT ][ M ] 

を行います。 




AT&Sn 

DTE へ出力するデータセッ 

n =0 : 

□刊ま常に ON (初期値） 

AT & S 0 

[ M ] 

トレディ信号の制御を設定 

n = l : 

DR は回線接続時（通信呼確立時）に 

OK 

[& F ][& W ] 

します。 


ON となります。 


AT&Wn 

現在の設定値を記憶します。 

n =0 のみ指定巧能です。（省略可） 

- 

[ M ] 





AT が ANTE 

アンテナの本数を表示しま 

=0 : 

FOMA 端末のアンテナび圏外 

AT ホ DANTE 


す。 （0 〜 3) 

=1: 

FOMA 端末のアンテナび0本または1本 

ホ DANTE :3 



=2 : 

FOMA 端末のアンテナび2本 

OK 



=3 : 

FOMA 端末のアンテナび3本 

AT が ANTE =? 
* DANTE :(0-3) 

[ AT ] 閲 




OK 

AT * DGANSM=n 

パケット着信呼に対する着 

n =0 : 

着信拒否設定および着信許可設定を無 

AT * DGANSM =0 


信拒否/許可設定のモード 


効にします。（初期値） 

OK 


を設定します。 

n = l : 

着信拒否設定 （ AT * DGARL ) を有効 

AT * DGANSM ? 


本コマンドによる設定は、 


にします。 

ホ DGANSM :0 


設定コマンド入力後のパ 

n =2 : 

着信許可設定 （ AT * DGAPL ) を有効 

OK 


ケット通信着信呼に対し有 


にします。 


[ M ] 

効とな0ます。 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示します。 


AT * DGAPL=n 

パケット着信呼に巧して着 

n =0 : 

< cicl > で定義された APN を着信許可1」 

AT * DGAPL =0,1 

[, c 間 

信許可を行ラ APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

n = l : 

< cicl > で定義された APN を着信許可 U 

AT そ DGAPL ? 


APN の設定は、 


ストから削除します。 

が GAPLl 


AT + CGDCONT で定義さ 



OK 


れたく cicl > パラメータを用 

< cicl > び省略された場合には、すべての cid に 

AT が GAPL =1 


います。 

適用します。 

OK 





AT が GAPL ? 

[ M ] 


AT * DGAPL ? :着信許可 U ストを表示します。 

OK 

AT * DGARL=n 

パケット着信呼に巧して着 

n =0 : 

< cicl > で定義された APN を着信拒否 U 

AT ネ DGARL =0,1 

[，加] 

信拒否を行ラ APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

n = l : 

< cicl > で定義された APN を着信拒否 U 

AT ^ DGARL ? 


APN 設定は、 


ストから削除します。 

が GARLl 


+ CGDCONT で定義された 



OK 


< cicl > パラメータを用いま 

cid び省略された場合には、すべての cid に適用 

AT * DGARL =1 


す。 

します。 


OK 

AT ^ DGARL ? 

[ M ] 


AT * DGARL ? :着信拒否 U ストを表示します。 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT*DG 円 R=n 

本コマンドの設定は、発信 

n =0 : APN をそのまま使用します。湖期値） 

AT ホ DG 円 R =0 


時、着信時に有効となりま 

n = i : APN に" 184" を付加して使用します。 

OK 


す。 

牌に非通測 

AT ホ DG 円 R ? 


ダイヤルアップネットワー 

n =2 : APN に"1 86" を付加して使用します。 

が G 円 R :0 


クでの設定でを、接続先の 

牌に通測 

OK 


ま号に18目（通知）/ 

184 (非通知）を付けるこ 
とびでさます。 （ P .20 参 

AT * DG 円 R ? :現在の設定を表示します。 


[ M ] 

照） 



AT^DRPW 

受信電力指標を表示します。 

- 

AT が RPW 


(0 :最小値〜75 :最大値） 


が RPW :0 

[ AT ][ M ] 



OK 

+++ 

オンライン状態のとき、エ 
スケープシーケンスび実行 
されると回線を切断するこ 
とな<オンラインコマンド 



[ M ] 

状態に移行します。 



AT+CAOC 

現在をし<は直前呼の課金 

U ヴル S :+ CAOC :" n " 

AT+CAOC 


情報を表示します。 

n :課金情報を1目進数で表示します。 

+ CAOC :"00001 E " 

[ M ] 



OK 

AT+CBC 

バッテ1」一状態を表示しま 

U ヴルト： + C 目 C : n,m 

AT+CBC 


す。 

n =0 : FOMA 端未び充電池により動作 

+ CBC :0,80 



している状態。 

OK 



n=l :充電中状態。 

n =2 :充電池び取りがされている状態。 

n =3 :電源供給に問題びある状態。 


[ M ] 


m =0 〜100 :電池残量 


AT+C 巨 ST = n , l ,0 

利用するべアラサービスの 

n = 116 : 64000 bps (bit transparent ) (初 

AT+C 目 ST =1 16,1,0 


設定を行います。 

期値） 

OK 



n = l 34 : 64000 bps ( multimedia ) 

AT + CBST ? 

[ M ] 



+ CBST :1 16,1,0 

[& W ][& F ] 



OK 

AT + CDIP=n 

着信時に着サブアドレスを 

n =0 :着信時に着サブアドレスを表示しませ 

AT + CDIP =0 


パソコンに表示するかどラ 

ん。（初期値） 

OK 


かの設定をします。 

n = l :着信時に着ヴブアドレスを表示します。 

AT + CDIP ? 



U ヴルト ： +CDIP : < n >,< m > 

+ CDIP :0,1 



m =0 :マルチナンバー未契約 

OK 

閲 [ AT ] 


m = l :マルチナンバー契約中 


[& F ][& W ] 


m =2 :不明 


AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

< report > 

AT+CEER 


します。 

切断理由一覧 （ P .42 参照） 

+ CEER :36 

[ M ] 



OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 

P .40 参照。 

P .40 参照。 

[ M ] 

( APN ) を設定します。 



AT+CGEQMIN 

パケット通信確立時にネッ 

AT + CGEQMIN = [パラメータ] 

P .41 参照。 


トワーク側から通知される 

P .41 参照。 



QoS (サービス品質）を許 

AT + CGEQMIN =? 



容するかどラかの判定基準 

設定可能な値の1」ストを表示します。 



値を登録します。 

AT + CGEQMIN ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGEQREQ 

パケット通信の発信時に 

AT + CGEQREQ = [パラメータ] 

P .41 参照。 


ネットワークへ要まする 

P .41 参照。 



QoS (サービス品質）を設 

AT + CGEQREQ =? 



定します。 

設定可能な値の1」ストを表示します。 
AT + CGEQREQ ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 

- 

AT+CGMR 


表 7 J \ します。 


1234 已 1234 已 1234 已巨 

[ M ] 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CGREG=n 

ネットワーク登録状態を通 

n =0: 通知なし。（初期値） 

AT + CGREG =1 


巧するかどラかを設定しま 

n = l :通知あり。圏内-圏外び切り替わった 

OK 


す。応答される通知により 

とさに通知します。 

(通知ありに設定） 


圏内/圏外を表示します。 

(問い合わせ） 

AT + CGREG ? 

+CGREG : < n >,< stat > 
n :設定値 
stat : 

0:パケット圏外 

1:パケット圏内 

AT + CGREG ? 

+ CGREG :1,0 

OK 

(圏外を意味している） 

個外から圏内に移動した場 
合） 

[ M ] 

[& F ][& W ] 


4 :不明 

己：パケット圏内 （□-= ング中） 

+ CGREG :1 

AT+CGSN 

[ M ] 

FOMA 端末の製造番号を表 


AT+CGSN 

1234已678901234已 

0 K 

AT + CLIP=n 

目 4 K データ通信/テレビ電 

n =0 :通知しません。（初期値） 

AT + CLIP =0 

[ AT ] 閲 
[& F ][& W ] 

話着信時に相手の発信番号 
をパソコンに表示でさます。 

n = l :通知します。 

U ヴルト ： +CLIP : < n >,< m > 
m =0: 発信時の相手にま号を通知しない NW 
設定 

m = l :発信時の相手に番号を通知する NW 設 
定 

m =2 :不明 

OK 

AT + CLIP ? 

+ CLIP :0,1 

OK 

AT + CLIR=n 

目 4 K データ通信/テレビ電 

n =0: CUR サービスの契約に従い、発ま通知 

AT + CLIR =0 


話通信を発信するとさ、電 

されます（されません)。 

OK 


話ま号を相手に通知するか 

n = l :通話相手にま号発信しません。 

AT + CLIR ? 

[ M ] 

どラかを設定します。 

n =2 :通話相手に番号発信します。（初期値） 

U ヴルト ： +CLIR : < n >,< m > 
m =0: CUR は起動していません。（常時通知） 
m = l : CUR は起動しています。（常時非通知） 
m =2 :不明 

m =3 : CUR テンポラ U - モード（非通ミ□デ 
フオルト） 

m =4: CUR テンポラ U - モード（通知デフオ 
ルト） 

+ CLIR :0,1 

OK 

AT + CLIR =? 

+ CLIR :(0-2) 

OK 

AT + CMEE=n 

FOMA 端末のエラーレポー 

n =0: 通常の ERRORU ヴルトを用います。 

AT + CMEE =0 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

卜の有無の設定を行います。 

湖期値） 

n = l : +CME ERROR : < e 「「> U ヴルトコー 
ドを使用し、 < err > は数値を用います。 
n =2 : +CME ERROR : < err > U ヴルトコー 
ドを使用し、 < err > は文字を用います。 
AT + CMEE ? :現在の設定を表示します。 

ち記は FOMA 端末や接続に異常びある場合のコ 
マンドの実行例です。 

+CME ERRORU ヴルトコードは下記のとおり 
です。 

1: no connection to phone 

10: SIM not inserted 

1 己 ： SIM wrong 

1 目： incorrect password 

100: unknown 

OK 

AT+CNUM 

ERROR 

AT + CMEE =1 

OK 

AT+CNUM 
+ CMEERROR : 10 
AT + CMEE =2 

OK 

AT+CNUM 
+CME ERROR : SIM 
not inserted 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 

number ： 電話ま号に in 1 のモードび B モード 

AT+CNUM 

[ AT ][ M ] 

を表 7 JT します。 

の場合は、目ナンバーを表示します。） 
type :129もしくは14已 

129:国際アクセスコード+を含まな 
い 

14己：国際アクセスコード+を含む 

U ヴルト: + CNUM :,< numbe 「>,< type > 

+ CNUM :;+8190123 

4 已 678",14 己 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + C 0 PS = n ,2 ,m 

接続する通信事業者を選択 

n =0 :才ート（自動的にネットワークを検索し 

AT + COPS =1,2,"44 F 001" 

[ M ] 

します。 

て通信事業者を選択します。）（初期値） 
n = l :マニュアル （ m に設定された通信事業者 
に接続します。） 

n =2 :通信事業者との接続を解除彻断）しま 
す。 

n =3 :マッピングは行いません。 
n =4 :マニュアルオート （ m に指定された通信 
事業者に接続でさなかった場合に「オー 
卜」の処理を行います。） 
m :国番号 （ MCC ) と通信事業者ま号 

( MNC ) を1目進数の値で表します。書 
式は!; TF の通りです。 

Digit 1 of MCC - • -octet 1 bits 1 to 4. 

Digit 2 of MCC - • - octet 1 bits 已 to 8. 

Digit 3 of MCC - • -octet 2 bits 1 to 4. 

Digit 3 of MNC - • - octet 2 bits 已扣 8. 

Digit 2 of MNC - • - octet 3 bits 已 to 8. 

Digit 1 of MNC - • - octet 3 bits 1 to 4. 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端末へ制御信号を送 

U ヴルト ： +CPAS : n 

AT+CPAS 

[ M ] 

出でさるかを表示します。 

n =0 : FOMA 端末に巧し、制御信号の送受信 
び可能である。 

n = l : FOMA 端末に対し、制御信号の送受信 
び不可能である。 

n =2 :不明(制御信号の送受信は保証されない） 
n =3 : FOMA 端末に巧し、制御信号の送受信 
び可能であり、かつ着信中である。 
n =4 : FOMA 端末に巧し、制御信号の送受信 
び可能であ0、かつ通信中である。 

+ CPAS :0 

OK 

AT+C 円 N = n,m 

UIM に関するパスワード 

UIM び円 N 1/円 N 2入力待ち状態の時 

AT + CPIN ="1234" 


( PIN 1/円 N 2)の入力を行い 

n :円 N 1/円 N 2 

OK 

閲 [ AT ] 

ます。 

UIM び円 N 1/円 N 2□ック解除失敗により円 N 
□ック解除コード入力待ち状態の時 
n :円 N □ック解除コード 
m :新しい円 N 1/円 N 2 

AT + CPIN ? :現在の SIM に関して要ホされて 
いるコード入力の状態を表示し 
ます。 

U ヴルト ： +CPIN : < state > 
< state>=READY :コード入力要ホなし 

< state>=SIM PIN :円 N 1コード入力待ち 

< state >= SIM 円 N 2 :円 N 2コード入力待ち 
< state>=SIM PUK :円 N 1□ック解除失敗 
により円 N □ック解 
除コード入力待ち 

< state>=SIM PUK 2 :円 N 2□ック解除失敗 
により円 N □ック解 
除コード入力待ち 

AT+C 円 N =1’ 1234 已巨 78",1’ 

1234" 

OK 

AT+C 円 N ? 

+ CPIN:SIM 円 N 

OK 

AT + CR=n 

回線接続時に CONNECT の 

n =0: 表示しません。（初期値） 

AT + CR =1 


U ヴルトコードを表示する 

n 二！- 表 w します。 

OK 


前に、ベアラヴービス種別 

< se 「 v > :パケット通信を意味する" GPRS " の 

ATD *99 ネ * ネ 1# 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

を表 7 JT します。 

わ表术 します。 

(回線種別により" SYNC "、 

I’AV 目 4 KI ’ を表示します。） 

AT + CR ? :現在の設定値を表示します。 

+CR : GPRS 

CONNECT 

AT + CRC=n 

着信時に拡張 U ヴルトコ ー 

n =0 : + CRING を使用しません。湖期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどラかを設 

n = l : + CRING . く type > を使用します。 

OK 

[ AT ] 閲 
[& F ][& W ] 

定します。 

AT + CRC ? で現在の設定を表示します。 

+ CRING の書式は次のとおりです。 

+CRING : < type > 

PPP パケット呼着信時 

+CRING : GPRS " PPP ",„< APN > 

AT + CRC ? 

+CRC : 0 

OK 
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AT コ 7 ンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CREG=n 

圏内-圏外情報の表示に関 

n =0 : 

通知なし。（初期値） 

AT + CREG =1 


する U ヴルト表示の有無を 

n = l : 

通知あり。圏内-圏外び切り替わった 

OK 


設定します。 


とさに通知します。 

(通知ありに設定） 



(問い合わせ） 

AT + CREG ? 



AT + CREG ? 

+CREG :1,0 



+CREG : < n >,< stat > 

0 K 



n : 

設定値 

(圏外を意巧している） 



stat : 





0 : 

音声圏外 

個外から圏内に移動した場 



1: 

音声圏内 

合） 

[ AT ][ M ] 


4 : 

不明 

+CREG :1 

[& F ][& W ] 


己： 

音声圏内（□一 S ング中） 


AT + CUSD = n ,"< str >",0 

ネットワークに巧して、付 

n =0 : 

中間 U ヴルトを表示しません。（初期値） 

AT + CUSD =0, 


加サービスの設定や問い合 

n = l : 

中間1」ヴルトを表示します。 

OK 


わせを行います。 

< str > 

:サービスコード 

AT + CUSD =1,|’*]48*]*0 



中間 U ヴルト： m ,|’< str >|’,0 

000ザ’,0 



m =0 :設定完了を示します。 

+ CUSD :0,"148*7#",0 

[ M ] 


m = l : 

ネットワークから更に情報び要ホされて 

OK 

に F ] に W ] 



いることを示します。 


AT + FCLASS=n 

FOMA 端末に通信種別を設 

n =0 :データ通信（初期値） 

AT + FCLASS =0 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

定します。 



OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末びヴポートする 

U ヴルい GCAP : n 

AT+GCAP 


AT コマンドの U ストを表示 

n=+CGSM : GSM コマンドの一部または全 

+ GCAP :+ CGSM,+FCLA 


します。 


部をサポートします。 

SS,+W 



n =+ FCLASS : + FCLASS コマンドをヴポート 

OK 




します。 


[ M ] 


n=+W 

: + W コマンドをサポートします。 


AT+GMI 

メーカ名 ( Panasonic ) を 


- 

AT+GMI 


表71^します。 



Panasonic 

[ M ] 




OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名 


- 

AT+GMM 


( F 0 MAP -0 目 A ) を表示し 



FOMA PO 巨 A 

[ M ] 

ます。 



OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 


- 

AT+GMR 


表 7 J \ します。 



Verl .00 

[ M ] 




OK 

AT + IFC = n,m 

フ□一制御ち式の選択を行 

n : 

DCE by DTE 

AT + IFC =2,2 


います。 

m : 

DTE by DCE 

0 :フ□一制御なし 

OK 




1: XON / XOFF フ□-制御 





2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フ□-制御 


[ M ] 



初期値は n , m =2.2 


[& F ][& W ] 


AT + IFC ? で設定値を問い合わせます。 


AT + WS 4 巨 =n 

FOMA 端末の無線通信網を 

FOMA 端末では本コマンドによる無線通信網の 

AT + WS 4 巨 =22 


選択します。 

選択は行わないため、モード設定に対しては 

ERROR 



ERROR を応答します。 

AT + WS 46? 



n =12 

: GSM/GPRS 

2 已 

OK 

[ M ] 


n =22 

: W-CDMA (Wideband CDMA ) 

[& F ][& W ] 


n =2 己 

:自動選択 


ATA 

FOMA 端末び着信したモー 


- 

RING 


ドに従って着信処理を行い 



ATA 

[ M ] 

ます。 



CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に巧してパラ 

< cid > 

:1〜10。 + CGDCONT で設定した 

ATD *99* * * 1# 


メータ、ダイヤルパラメー 

APN を表します。 cidl に発信する場合 、 「ATD 

CONNECT 


夕の指定に従って自動発信 

*99* * *#」と省略できます。 


[ M ] 

処理を行います。 




ATEn 

コマンドモードにおいて 

n =0 : 

エコーバックなし 

ATEl 

[ M ] 

DT 曰こ対するエコーバック 

n = l : 

エコーバックあ0 (初期値） 

OK 

[& F ][& W ] 

の有無を指定します。 




ATHn 

FOMA 端末に巧してオン 

n =0 : 

回線を切断します。（省略可） 

(パケット通信中） 


フック動作を行います。 



+++ 





ATH 

[ M ] 




N 0 CARRIER 
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AT コ 7 ンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATIn 

認識コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示します。 

ATI 0 



n = l :製品名を表示します。 （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



n =2 : FOMA 端末のバージョンを表示します。 

OK 



(+ GMR と同じ） 

ATM 



n =3 : ACMP 情報要素を表示します。 

FOMA PO 巨 A 



n =4 : FOMA 端末で通信可能な機能の詳細を 

OK 

[ AT ] 閲 


表 7 J \ します。 


ATOn 

通信中にオンラインコマン 

n =0 :オンラインコマンドモードからオンラ 

ATO 


ドモードから、オンライン 

インデータモードに戻します。（省略可） 

CONNECT 

[ M ] 

データモードに戻ります。 



ATQn 

DTE への U ヴルトコードを 

n =0 : U ヴルトコードを表示します。湖期値） 

ATQ 0 


表示するかどラか設定しま 

n = l : U ヴルトコードを表示しません。 

OK 


す。 


ATQl 

[ M ] 



(このとき、 OK は応答され 

に F ] に W ] 



ません。） 

ATS 0 =n 

FOMA 端末び自動着信する 

n =0 :自動着信しません。（初期値） 

ATS 0=0 


までの呼び出し回数を設定 

n = l 〜2已已：指定した U ング回数で自動着信し 

OK 


します。 

ます。 

ATS 0? 



か含10のとさ、パケット （ PPP ) 着信の場合 

000 

[ M ] 


は、自動着信せず約30砂で切断されます。） 

OK 

[& F ][& W ] 


ATS 0? で設定値を問い合わせます。 


ATS 2 =n 

エスケープキャラクタの設 

n =43 :初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

n =127: エスケープ処理は無効。 

OK 




ATS 2? 

[ M ] 


ATS 2? で設定値を問い合わせます。 

043 

に F ] 



OK 

ATS 3 =n 

キャ U ッジ U 夕ーン （ CR ) 

n = 13 :初期値か=13のみ指定可） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を行いま 


OK 


す。 

ATS 3? で設定値を問い合わせます。 

ATS 3? 

[ M ] 



013 

に F ] 



OK 

ATS 4 =n 

ラインフィード ( LF ) キャ 

n =10 :初期値か=10のみ指定可） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 


OK 



ATS 4? で設定値を問い合わせます。 

ATS 4? 

[ M ] 



010 

に F ] 



OK 

ATS 5 =n 

バックスぺース（巨 S ) 

n =8 :初期値 （ n =8 のみ指定可） 

ATS 已 =8 


キャラクタの設定を行いま 


OK 


す。 

ATS 已？で設定値を問い合わせます。 

ATS 己？ 

[ M ] 



008 

に F ] 



OK 

ATS 30 =n 

不活動タイマ（分）を設定 

n =0 〜2已已（初期値はの禅位：分） 

ATS 30=0 


します。 ユー ヴーデータの 


OK 


送受信びないと、設定した 




時間じ(上で切断します。本 




コマンドの設定は、目 4 K 




データ通信に限ります。設 




定び0の場合、不活動タイ 



閲に F ] 

マ OFF となります。 



ATS 103 =n 

着サブアドレスの区切0の 

n =0 : * (アスタリスク） 

ATS 103=0 


キャラクタを選択します。 

n = l :/ (スラッシュ）（初期値） 

OK 

閲に F ] 


n =2 : ¥またはバックスラッシュ 


ATS 104 =n 

発サブアドレスの区切0の 

n =0 : # (シャープ） 

ATS 104=0 


キャラクタを選択します。 

n = l :% (パーセント）湖期値） 

OK 

閲に F ] 


n =2 : & (アンド） 


ATVn 

すべての U ヴルトコードを 

n =0 :リプルトコードを数値で返送します。 

ATVl 

[ M ] 

数字表記または英文字表記 

n = l : U ヴルトコードを文きで返送します。 

OK 

[& F ][& W ] 

に設定します。 

湖期値） 


ATXn 

接続時の CONNECT 表示に 

n =0 :ダイヤルトーン検出なし、ビジートー 

ATXl 


速度表示の有無を設定しま 

ン検出なし、速度表示なし。 

OK 


す。 

n = l :ダイヤルトーン検出なし、ビジートー 



また、ビジー!-ーン、ダイ 

ン検出なし、速度表示あり。 



ヤル1-ーンの検出を行いま 

n =2 :ダイヤル!ン検出あり、ビジー! 



す。 

ン検出なし、速度表示あり。 




n =3 :ダイヤル!ン検出なし、ビジー! 




ン検出あり、速度表示あり。 


[ M ] 


n =4 :ダイヤルトーン検出あり、ビジートー 


[& F ][& W ] 


ン検出あり、速度表示あり。（初期値） 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATZ 

[ M ] 

設定を不揮発メモ U の内容 
に U セツトします。通信中 
に本コマンドび入力された 
場合、回線切断処理を行い 
ます。 


(オンライン時） 

ATZ 

N 0 CARRIER 
(オフライン時） 

ATZ 

0 K 

AT¥S 

[ M ] 

現在設定されているをコマ 
ンド、 S レジスタの内容を 


AT¥S 

El Q 0 VI X 4 & C 1 
& D 2 & S 0 & E 1 ¥ V 0 
3000=000 

3002=043 

3003=013 

3004=010 

S 00 已=008 

S 00 巨=00已 

3007=060 

3008=003 

3010=001 

3030=000 

3103=000 

3104=000 

0 K 

AT¥Vn 

接続時の応答コード仕様の 

n =0 :拡張 U ヴルトコードを使用しません。 

AT ¥ V 0 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

選択を行います。 

湖期値） 

n = l :拡張 U ヴルトコードを使用します。 

OK 


※じ(下のコマンドは、エラーにはなりませんびコマンドの動作はしません。 

• AT ( AT のみの入力） .ATT ( トーン設定） 

•ATP (パルス設定） - ATS 目（ダイヤルするまでのポーズ時間設定) 

- ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） • ATS 1 0 (自動切断遅延時間設定） 


E _ AT コマンドの補足説明 

•コマンド名： + CGDCONT =[ パラメータ] [ M ] 

•概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

-書式 

+ CGDCONT =[< cid >[,"< PDP _ type >"[,"< APN >"]]] 

-パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は!; TF のコマンド実行例を参照してください。 


< cid >《 ：1〜10 
< PDP _ type > : PPP または IP 
< APN >《 ：任意 

《< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理するま号です。 

FOMA 端末では1〜10び登録できます。お買い上げ時、く cicl >= l には m 叩 era . ne . jP び、 < cicl >=3 には mopera . net び初期値とし 
て登録されていますので、 cid は2をしくは4〜10に設定します。 

< APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

• パラメータを省略した場合の動作 

+ CGDCONT = :すべての < cicl > に巧し初期値を設定します 

+ CGDCONT =< cicl > :指定された < cicl > を初期値に設定します。 

+ CGDC 0 NT =? :設定可能な値の U スト値を表示します。 

+ CGDC 0 NT ? :現在の設定を表示します。 

•コマンド実行例 
AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," abc " 


OK 


《 abc という APN 名を登録する場合のコマンド （ cid び2の場合） 

※本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書き込まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z による U セットを行われま 
せん。 
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•コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] [ M ] 

•概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS けービス品質）を許容するかどうかの判定基準値を登録します。 

設定パターンは、な下のコマンド実行例に記載されている4パターンび設定できます。 

-書式 

+ CGEQMIN =[< cid>[,,<Maximum bitrate UL>[,<Maximum bitrate DL >]]] 

-パラメータ説明 

く加〉※ ：1〜10 

<Maximum bitrate UL >《 ：なし（初期値）または384 

<Maximum bitrate DL >《 ：なし（初期値）または3目48 

《< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理するま号です。 

FOMA 端末では1〜10び登録できます。お買い上げ時、 < cid >= l には mopera . ne . jP び、<巳 id >=3 には mopera . net び初期値とし 
て登録されていますので、 cid は2をしくは4〜10に設定します。 

〈Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り最低通信速度 [ kbp 引の設定 
です。なし（初期値）の場合はすべての速度を許容しますび、384および3目48を設定した場合はこれらの値似外での速度の接続は 
許容しないため、パケット通信びつなびらない場合びありますのでごを意ください。 

-パラメータを省略した場合の動作 

+ CGEQMIN = :すべての < cid > に巧し初期値を設定します。 

+ CGEQMIN =< cid > :指定された < cid > を初期値に設定します。 

•コマンド実行例 

拟下の4パターンのみ設定できます。（(1 ) の設定びを cid に初期値として設定されています。） 

( 1 ) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド 
( cid び2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上り 384 kbps / 下り 3648 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド 
( cid び3の場合） 

AT + CGEQMIN =3„ 384,3648 
OK 

(3) 上り 384 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid び4の場合） 

AT + CGEQMIN =4„384 

OK 

(4) 上りすベての速度/下り 3648 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid び已の場合） 

AT + CGEQMIN = 己…3648 

0 K 

※本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書き込まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z による U セットを行われま 
せん。 

•コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] [ M ] 

■ 概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要ホする QoS (サービス品質）を設定します。 

設定は切下のコマンド実行例に記載されている1パターンのみで初期値としてを設定されています。 

-書式 

+ CGEQREQ =[< cid >] 

-パラメータ説明 
<加>《：1〜10 

《< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理するま号です。 

FOMA 端末では1〜10び登録できます。お買い上げ時、 < cid >= l には mopera . ne . jp び、 < cid >=3 には mopera . net び初期値とし 
て登録されていますので、 cid は2をしくは4〜10に設定します。 

-パラメータを省略した場合の動作 

+ CGEQREQ = :すべての < cid > に対し初期値を設定します。 

+ CGEQREQ =< cid > :指定された < cid > を初期値に設定します。 

•コマンド実行例 

ツ下の1ノ くターンのみ設定できます。 

(を cid に初期値として設定されています。） 

(1) NW び設定する任意の速度で接続を要ホする場合のコマンド （ cid び3の場合） 

AT + CGEQREQ =3 

OK 

※本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書き込まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z による U セットを行われま 
せん。 

•コマンド名： +CLIP 

•概要 

7\下+(：1_1ド=1|’の場合のリヴルトび下記の書式で表示されます。 

+CLIP : < number >< type > 

. コマンド実行例 
AT + CLIP =1 
OK 
RING 

+CLIP : "0901 234已目 78", 49 
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E _ 切惭埋由一質 

■64K データ通信 


値 

理由 

1 

指定したま号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありませんでした。 

19 

相手び呼び出し中のため通信びでさません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではあ 0 ません。 

巨已 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、ちしくは着信を受けました。 


■パケット通信 


値 

理由 

27 

APN びち在しないか、もしくは正しくありません。 

30 

ネットワークより切断されました。 

33 

要ホしたサービスオプシヨンは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


_ IJ ザルトコード 

■リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0K 

正常に実行しました 

1 

CONNECT 

相手と接続しました 

2 

RING 

着信び来ています 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることびでさません 

巨 

NO DIALTONE 

ダイヤル 1 -ーンの検出びでさません 

7 

BUSY 

話中音の検出中です 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です 

101 

DELAYED 

U ダイヤル規制時間内 


■拡張リザルトコード 


&E0 のとさ 

FOMA 端末一基地局間の接続速度を表示します。 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

121 

CONNECT 32000 

32000 bps 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

12 已 

CONNECT 384000 

384000 bps 

133 

CONNECT 3648000 

3648000 bps 
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&E1 のとき 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

已 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9 巨 00 

9600 bps 

1已 

CONNECT 14400 

14400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 已 7600 

已 7 巨 00 bps 

19 

CONNECT 115200 

11 已 200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


お知6せ 


• ATVn ] マンド ( P .39 参照)び n = l に設定されている場合には文き表示形式湖期値)、 n =0 に設定されている場合には数き表示形式で U 
ヴルトコードび表示されます。 

•従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表示はしますび、 FOMA 端末一 PC 間は FOMA 充電機能付 USB 接 
続ケーブル 01/02( 別売)で接続されているため、実際の接続速度と異なります。 

•「 RESTR に TION 」 （数字表示：100)び表示された場合には、通信ネットワークび混雑しています。しばらくしてから接続し直してくださ 
い。 

■ 通信プ〇トコ J レリザ J レトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 

2 

AV 32 K 

テレビ電話321<で接続 

3 

AV 64 K 

テレビ電話目41<で接続 

已 

PACKET 

パケット通信で接続 


■リザルトコード表示例 

• ATX 0 び設定されている場合 


AT ¥ V コマンド （ P .40 参照）の設定に関わらず、接続完了の際に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 

数字表示例： ATD 索99 * * * 3# 

1 

• ATX 1 び設定されている場合※ 

- ATXK AT ¥ V 0 び設定されている場合湖期値） 

接続完了のときに、 CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度>の書式で表示します。 

文き表示例： ATD ネ99 * * * 3# 

CONNECT 460800 
数き表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121 

• ATXK AT ¥ VI び設定されている場合※ 

接続完了のときに、 UTF の書式で表示します。 

CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度 > PACKET < 接続先 APN >/< 上りち向 （ FOMA 端末一無線基地局間）の最高速度>/<下り 
ち向（ド01\^六端末^無線基地局間）の最高速度> 

ろ^巧 Ij : ATD 东99 * 东东3# 

CONNECT 460800 PACKET 
mopera.net 7384/3648 

( mopera . net に、上り最大 384 kbps 、 下り最大3目 48 kbps で接続したことを表します。） 

数字表ろ^巧 ij : ATD 东99本东东3# 

121已 

《 ATX 1、 AT ¥ VI を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続び正しく行えない場合びあります。 

AT ¥ V 0 だけでのご利用をおすすめします。 
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